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第３２軍司令部壕保存・公開基本計画検討委員会 

第２回検討委員会 

議事概要 

 

１ 日時：令和６年 12月 19 日（木）14:00 ～16:00 

２ 場所：沖縄県自治研修所４階 401・402 研修室 

３ 出席委員： 

沖縄戦研究 吉川 由紀 沖縄国際大学非常勤講師 

平和教育 内山 直美 豊見城市立豊崎中学校教頭 

平和ガイド 仲村 真 沖縄県平和祈念資料館友の会事務局長 

〃 大田 光 一中学徒隊資料展示室解説員 

経済／観光 下地 貴子 (一財)沖縄観光コンベンションビューロー

人材育成センター長 

ＤＸを活用した情報

発信 

川端 卓 SCSK（株）ビジネスデザイングループ地域

共創事業開発部長 

首里城公園関係 湧川 盛順 (一財)沖縄美ら島財団理事長 

応用地質学 佐々木 靖人 (一財)ダム技術研究センター審議役兼研究

第二部長 ※WEB 出席 

地盤工学 伊東 孝 琉球大学工学部工学科社会基盤デザインコ

ース教授 

建築工学 小倉 暢之 琉球大学名誉教授 

※平良委員（文化財／展示施設）、野崎委員（法律）、小泉委員（トンネル工学）は

都合により欠席。 

 

４ 出席事務局 

〇沖縄県 

沖縄県 知事公室長 

沖縄県 知事公室 地域外交統括監 

知事公室 平和・地域外交推進課 

生活福祉部 保護・援護課 

土木建築部 都市公園課 

土木建築部 首里城復興課 

文化観光スポーツ部 観光政策課 

教育庁 県立学校教育課 

※教育庁 文化財課は都合により欠席。 

 

〇那覇市 

総務部 平和交流・男女参画課 
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経済観光部観光課 

市民文化部文化財課 

 

５ 議事次第 

（１）開会 

（２）知事あいさつ 

（３）後任会長の選任及び会長代理の指名について 

（４）展示施設、各坑口・坑道における保存・公開の検討経緯 

（５）第３２軍司令部壕保存・公開基本計画（素案）について 

（６）閉会（事務連絡）                                           

 

６ 配布資料 

（１）議事次第、委員名簿、座席表 

（２）資料１   展示施設、各坑口・坑道における保存・公開の検討経緯 

（３）資料２   第３２軍司令部壕保存・公開基本計画（素案） 

（４）参考資料１ 第３２軍司令部壕保存・公開基本計画検討委員会設置要綱 

（５）参考資料２ 第３２軍司令部壕保存・公開基本計画策定スケジュール（令和６

年 １２月時点） 

 

７ 議事概要 

（１）知事あいさつ（議事次第（２）関係） 

 玉城デニー沖縄県知事からのあいさつがあった。 

 

（２）後任会長の選任及び会長代理の指名について（議事次第（３）関係） 

〇沖縄県 平和・地域外交推進課（事務局） 

第 32 軍司令部壕保存・公開基本計画検討委員会の後任会長は現会長代理

の伊東孝委員が互選された。 

〇伊東会長（地盤工学） 

会長代理は後日改めて氏名する。 

 

（３）展示施設、各坑口・坑道における保存・公開の検討経緯（議事次第（４）関

係） 

○沖縄県平和・地域外交推進課（事務局） 

資料１の説明を行った。 
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（４）第３２軍司令部壕保存・公開基本計画（素案）について（議事次第（５）関

係） 

○沖縄県平和・地域外交推進課（事務局） 

資料２の説明を行った。 

 

【第１坑口の将来的な調査について】 

〇大田委員（平和ガイド） 

第１坑口を埋め戻して保存するとのことだが、将来的に調査を行うこと

となった場合に埋戻しを取り除くことは可能なのか。 

〇沖縄県（事務局） 

第１坑口の調査については引き続き予定しているが、坑口の試掘を進め

ることは現時点では難しいと考えている。 

新たな調査方法が見つかった場合は内部の状態の確認をして調査や整備

を行うことを考えている。その場合に掘り直して再調査や再整備が可能な

ように土嚢や砂等を用いて埋戻し保存を行うことを検討している。 

 

【第１坑口の重要性の記述について】 

〇吉川委員（沖縄戦研究） 

証言から第１坑口の場所の重要性、特に学徒隊の第１坑口と留魂壕の直

線 300m の戦場の過酷さが明らかとなっている。今後、第１坑口・坑道の調

査が可能となった場合の重要性はさらに高くなる。 

第１坑口と留魂壕とをつないだ平和学習の効果を考えると、第１坑口は

可能な限り改変せず、基本計画の中でも第１坑口の重要性を強調する、将

来の調査・公開に繋がる記述となると良いと考える。 

〇沖縄県（事務局） 

貴重なご意見いただきありがたい。第１坑口の重要性の記述について検

討したいと思う。 

 

【第１坑口の整備スケジュールについて】 

〇湧川委員（首里城公園関係） 

第１坑口の整備概要について、今後再整備の時期などが曖昧な記載とな

っている。第１坑口・坑道の全体像を可能な限り早期に明らかにするなど

スケジュール感や重要性が分かる記載とした方が分かりやすい。 

〇沖縄県（事務局） 

貴重なご意見いただきありがたい。第１坑道・坑口の全体像が早期に明

らかになるためには、どういった整備が出来るのかという点が重要な要素
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だと捉えているため、努力したいと考える 

 

【わかりやすい資料の作成について】 

〇内山委員（平和教育） 

第８章について２点お聞きしたい。まず１点、文献資料等を活用した平

和発信・継承について壕内の活動、生活等に関する文献資料、証言記録

等、調査研究での成果を活用するとのことだが、保存・公開を求める会が

作成する資料等が難解なものとなっている。学生に分かりやすく伝える資

料としてどのように作成するのか検討していたら教えていただきたい。 

もう１点、平和教育学習の中で追体験とかフィールドワークという言葉

があるが、現場での学習は難しい部分がある。フィールドワークの内容や

学習のモデルの仕様等についても考えがあれば教えていただきたい。 

〇沖縄県（事務局） 

第３２軍司令部壕の保存・公開の取組を進める過程で昨年度パンフレッ

トを作成している。こちらも活用できると考えている。 

また県の第３２軍司令部壕の専用のホームページの中で小、中、高校生

向けのクイズコンテンツの作成も行っている。沖縄戦全体も含めて第３２

軍司令部壕について理解できるようなものとなっており活用できると考え

ている。 

併せて現在別の会議で、編さんワーキンググループがフィールドワーク

用のガイドテキストの作成を進めている。ガイドと見学者に使用していた

だくものであり、こちらも活用していくことを検討している。 

 

【展示施設用地の取得見込みについて】 

〇仲村委員（平和ガイド） 

第５坑道上部の展示室の用地について取得の見込み状況をお聞きした

い。 

〇沖縄県（事務局） 

資料２の P19 建設予定地にて県立芸大の芸術術文化研究所の住所を記載

している。こちらについては県立芸大との調整の上記載している。県立芸

大の公開講座の際の駐車場利用など運営に支障とならないよう展示施設の

配置等調整したうえで敷地の仕様について前向きに検討してもらっている

ものと考えている。 

具体的な手続きは県立芸大と引き続き調整をしていきたいと考えてい

る。 
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【第５坑口の暫定公開について】 

〇佐々木委員（応用地質学） 

資料１の P29 の公開スケジュールの中で第５坑口周辺での暫定公開とあ

るが、坑口工事や斜面対策工事等の作業をしつつ暫定公開するというイメ

ージか。 

〇沖縄県（事務局） 

見学者が第５坑口まで通っていけるようなアクセス路を整備しつつ、同

時に工事用通路も整備した後に暫定公開し、斜面対策工事や建屋工事を行

うということを考えている。そういった意味で暫定公開と記載している。 

 

【保存・公開スケジュールについて】 

〇伊東会長（地盤工学） 

スケジュールにある令和 10 年度からの考古学的調査というのは崩落した

奥か坑道手前部分か、どの部分を考えているのか。 

〇沖縄県（事務局） 

内部については安全対策をする過程で考古学的調査を必要になると捉え

ている。坑道手前部分の考古学的調査を行うこととなる。 

 

〇伊東会長（地盤工学） 

先ほど第１坑口の重要性について意見があったが、スケジュールの中で

第２・第３坑道と同様に第１坑口も期日は設けないが引き続き保存・公開

について検討を行っていく旨の記載をすると良いと考える。 

〇沖縄県（事務局） 

貴重なご意見いただきありがたい。第 1坑道の箇所にも第２・第３坑道

と同様に検討を続けていくという旨の記載をしたいと思う。 

 

〇下地委員（経済／観光） 

具体的に工事の開始時期についても、早い段階から住民説明を行うとい

うようなスケジュールも記載したほうが良いと考える。 

〇沖縄県（事務局） 

用途地域の関係から展示施設の建設の際に那覇市の建築審査会の許可が

必要となる。展示施設を整備するにあたって、周辺住民の皆さまへの説明

は必要となると考えている。 

建築審査会の審査と並行して住民説明の機会を設けることとなる。 

展示施設に限らず、その他の坑口・坑道につきましても説明会等を開催
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することを検討している。 

 

【首里杜館の活用について】 

〇小倉委員（建築工学） 

首里杜館、特にお土産屋は坑道の真上に位置しているため発信性が非常

に高い。その点も加味するとあらゆる人が集合する首里杜館に常設的な展

示コーナーを確保することが重要であるということを念押ししたい。 

壕の内部の映像等を展示し、展示施設へと誘導できるよう、首里杜館の

活用についてはより力を入れて検討してほしい。 

〇沖縄県（事務局） 

貴重なご意見いただきありがたい。首里杜館の活用については、担当課

と情報を共有し、引き続き調整を進めたいと考えている。協力のほどお願

いしたい。 

 

【先端技術の活用方法や実装時期について】 

〇仲村委員（平和ガイド） 

ソフトの面については制限や要件に引っかからないため、比較的早く着

手できると考える。ハードとソフトのロードマップを別に作成し、進めて

もらいたいと考える。川端委員はどう考えるか。 

〇川端委員（DXを活用した情報発信） 

首里杜館の既存のモニターや床面を使ったプロジェクションマッピング

等の機材を活用して、期間限定や学生の平和学習時間等はコンテンツを第

３２軍司令部壕のものに切り替えるというような工夫をすることで、仲村

委員が述べたように比較的早く実現することが可能だと考える。 

小倉委員の述べた坑道内部の映像を公開するというものについては首里

杜館だけでなく第３２軍司令部壕ホームページに掲載するなども可能と考

える。 

ソフト面についてはスピード感を早めて検討していきながら、ハード整

備までに第３２軍司令部壕公開の機運を高めていくことが出来る。 

現段階の計画で記載するかどうかについては事務局の判断となるが、次

段階の計画では盛り込んでいくべき内容だと考える。 

デジタル技術についてのスケジュール感を記載できるか検討していただ

きたい。 

〇沖縄県（事務局） 

今年度の保存・公開計画とは別にデジタル技術について活用方法や実装

時期など検討の場を設ける必要があると考えている。 
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検討する場としては、来年度策定する展示施設の計画の検討の際や今年

度の編さんワーキングループの中で検討していきたいと考える。 

 

【見学方法について】 

〇大田委員（平和ガイド） 

見学方法について、平和ガイドに誘導されて見学するのか、1人で見学

することが出来るのか現在の記載ではわからない。今後具体的に検討する

項目だと考えるので現時点で確定して記載する必要はないと考えるが、見

学方法の検討内容等記載したほうが良いと考える。 

〇沖縄県（事務局） 

貴重なご意見いただきありがたい。記載する箇所も含めて検討する。 

 

【展示施設等整備について】 

〇吉川委員（沖縄戦研究） 

第５坑道と展示施設を繋ぐエレベーターと螺旋階段について、坑道から

地上まで何ｍ程度か。 

〇沖縄県（事務局） 

約 18ｍ程度となる。一般の方は螺旋階段やアクセス路を利用していただ

くが、障害のある方や高齢者の方々はエレベーターを使用することとなる

と考えている 

 

〇湧川委員（首里城公園関係） 

展示施設について公開が令和 11 年度ということで非常に遅いという印象

を受ける。令和８年度の首里城公開に合わせて先端技術による展示環境の

整備をするなどスケジュールに記載したほうが良いと考える。 

〇沖縄県（事務局） 

貴重なご意見いただきありがたい。スケジュールの中に先端技術を活用

した公開について記載できるよう工夫したいと思う。 

 

【取りまとめ】 

〇伊東会長（地盤工学） 

保存・公開基本計画素案を 12 月下旬のパブリックコメントに図ることが

承認された。 

事務局はパブリックコメントの結果及び今回の意見を踏まえた計画案を

次回委員会にて報告すること。 
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（５）閉会（事務連絡）について（議事次第（６）関係） 

〇沖縄県（事務局） 

第２回検討委員会のスケジュールを確認した。 

 

 

以上 


